




 

新生児スクリーニングで発見され,大阪市立小児保健センターを紹介された新生児 Met 血

症 18 例の臨床,生化学的検討を行った。うちホモシスチン尿を伴なわない持続性高 Met 血

症 2 例に肝生検を行い,肝メチオニンアデノシルトランスフェラーゼ(MAT)欠乏による高

Met 血症と診断した。 

 新生児高 Met 血症 18 例の内訳は,表 1 に示す。肝障害 4 例中 2 例に Met 著明高値(10 ㎎

/dl),Cys.trace を示したが,尿中にはシスタチオニンの排出がみられ,肝障害の改善とと

もに血中 Met,Cys は正常化した。また一時期血中 Tyr やガラクトースの上昇がみられた。

成熟児一過性高 Met血症では,スクリーニング時再検を重ねた例も多く,初診断血清 Met は

軽度上昇を示す程度で Cys は正常,6 ヵ月以内に Met は正常化した。 


